
佐
伯
理
一
郎
（
一
八
六
二
’
一
九
五
三
以
下
佐
伯
）
は
『
日
誌

抜
華
』
（
以
下
抜
葦
）
を
遣
し
た
。
こ
の
抜
葦
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
七
年
の
本
学
会
総
会
で
、
阿
知
波
五
郎
氏
に
よ
り
、
そ
の
留
学
期

（
一
八
八
六
’
九
一
）
を
中
心
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
阿
知
波

氏
は
佐
伯
の
生
前
に
本
抜
華
や
両
親
あ
て
の
書
簡
な
ど
を
閲
覧
・
複

写
す
る
機
会
を
得
、
す
べ
て
を
読
破
さ
れ
そ
の
全
容
を
発
表
さ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
病
気
に
な
ら
れ
た
た
め
、
公
式
の
発
表
は
上
記

の
み
と
な
っ
た
。
阿
知
波
氏
ご
逝
去
の
の
ち
未
亡
人
か
ら
抜
華
を
含

む
佐
伯
資
料
全
部
を
小
生
に
提
供
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
怠
惰
・
非

力
の
身
、
無
為
に
数
年
を
過
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
北
垣
宗
治
氏

（
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
）
の
ご
助
力
を
得
て
抜
華
の
一
部
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
っ
と
も
本
抜
華
を
典
拠
の
一
と
し
て
、
佐

伯
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
先
人
に
阿
知
波
氏
の
他
に
松
崎
八
重
氏
（
昭

和
四
十
六
年
）
指
宿
照
久
氏
（
昭
和
五
十
五
年
）
が
あ
り
へ
本
稿
も

佐
伯
理
一
郎
と
そ
の
『
日
誌
抜
華
』

長
門
谷
洋
治

こ
れ
ら
に
負
う
と
こ
ろ
少
な
し
と
し
な
い
。

『
日
誌
抜
華
』
は
毛
筆
に
よ
る
自
筆
で
、
出
生
よ
り
六
十
五
歳
ま

で
、
途
中
数
年
間
の
中
断
が
あ
る
が
、
毎
年
の
主
要
事
項
を
列
記
し

た
も
の
で
年
譜
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
北
垣
氏
は
本
年
譜
に
つ

い
て
「
子
供
た
ち
に
対
し
父
は
こ
う
い
う
経
歴
を
経
て
き
た
と
い
う

こ
と
を
示
す
覚
え
害
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。
な
お
元
と
な
っ
た
日

誌
の
原
文
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
お
見
せ
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

佐
伯
は
、
文
久
二
年
三
月
五
日
熊
本
県
阿
蘇
郡
一
の
宮
町
大
字
宮

地
に
生
ま
れ
、
明
治
十
一
年
熊
本
県
熊
本
医
学
校
に
入
学
し
て
、
同

十
五
年
卒
業
す
る
が
、
同
十
四
年
末
に
は
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し

て
い
る
。
医
籍
登
録
番
号
三
九
九
一
号
。
卒
業
証
書
に
長
田
重
雄
、

小
山
哉
、
楳
田
登
、
弘
田
長
、
濱
田
玄
達
、
古
賀
保
高
ら
が
名
を
連
ね

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
濱
田
は
同
じ
熊
本
県
出
身
者
で
あ
る
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
専
攻
も
同
じ
産
婦
人
科
（
東
大
教
授
↓
濱
田
病
院
院

長
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
後
も
緊
密
な
関
係

が
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
く
熊
本
県
出
身
の
北
里
柴
三
郎
と
も
生
涯
を

通
じ
て
交
流
が
あ
っ
た
。
医
学
校
卒
業
後
上
京
、
こ
こ
で
キ
リ
ス
ト

教
に
惹
か
れ
、
同
十
七
年
二
月
に
は
在
京
中
の
新
島
襄
の
説
教
を
き
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い
て
い
る
。
の
ち
佐
伯
は
同
志
社
と
関
係
を
も
つ
に
い
た
る
が
、
そ

の
最
初
の
接
点
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
の
前
、
内
村
鑑
三
と
も
親
交
を

も
つ
が
、
同
年
三
月
に
は
小
崎
弘
道
（
彼
も
熊
本
県
出
身
で
あ
る
）

か
ら
受
洗
し
て
い
る
。
そ
し
て
英
語
を
学
ぶ
こ
と
、
海
軍
に
入
る
こ

と
を
決
し
、
同
年
十
月
海
軍
軍
医
補
に
任
じ
ら
れ
、
翌
十
九
年
に
は

東
京
海
軍
病
院
配
置
に
な
る
。
同
年
米
人
医
師
ホ
イ
ト
ニ
ー
ミ
旨
唾

ｚ
ｏ
算
。
ロ
乏
匡
Ｂ
２
の
助
言
も
あ
っ
て
米
国
留
学
を
希
望
す
る
が
、

こ
れ
が
認
め
ら
れ
、
同
年
十
月
在
官
の
ま
ま
米
国
に
出
発
す
る
。
・
ヘ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
医
学
部
の
聴
講
生
と
な
る
が
、
同
二
十
一
年
に

は
卒
業
試
験
を
受
け
、
学
位
（
Ｍ
Ｄ
）
記
を
受
け
る
が
、
こ
の
中
に

は
ウ
イ
リ
ア
ム
。
オ
ス
ラ
ー
も
教
授
と
し
て
サ
イ
ン
し
て
い
る
。
そ

の
後
ド
イ
ツ
に
渡
っ
て
産
婦
人
科
の
研
修
を
行
い
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ

ギ
リ
ス
を
経
て
、
四
年
五
カ
月
ぶ
り
に
同
二
十
四
年
四
月
帰
国
す

る
。
彼
の
留
学
は
海
軍
軍
医
学
校
に
婦
人
科
を
設
け
る
こ
と
に
あ
っ

た
が
、
結
局
そ
の
計
画
は
流
れ
た
た
め
退
官
の
自
由
が
与
え
ら
れ

た
。
同
二
十
七
年
、
日
清
戦
争
の
さ
い
召
集
を
受
け
る
が
翌
年
に
は

こ
れ
を
解
か
れ
、
こ
れ
以
外
に
は
軍
務
に
服
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
彼
は
そ
の
経
歴
・
人
脈
か
ら
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー
に
就
く
こ
と
は

難
か
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
あ
え
て
そ
の

道
を
と
ら
ず
、
そ
の
後
を
野
に
過
し
た
。
そ
し
て
第
二
の
故
郷
と
し

て
選
ん
だ
地
が
京
都
市
で
あ
る
。
明
治
二
十
四
年
五
月
「
ド
ク
ト

ル
．
、
ヘ
リ
ー
（
注
］
○
言
○
．
犀
『
ご
宣
教
医
）
ト
同
志
社
病
院

ニ
テ
働
ク
事
ヲ
約
束
ス
ニ
十
日
」
と
記
す
の
が
、
同
志
社
に
関
与

す
る
は
じ
め
だ
が
、
両
者
の
仲
介
を
な
し
た
の
は
当
時
の
同
志
社
社

長
・
京
都
看
病
婦
学
校
（
注
同
志
社
病
院
は
そ
の
実
習
病
院
）
校

長
の
小
崎
弘
道
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
初
よ
り
正
規
職
員
で
あ
っ
た

わ
け
で
な
く
、
英
文
年
報
で
は
冨
切
旨
侭
普
侭
①
○
口
四
目
○
首
四
①
‐

８
ざ
唱
鴬
（
注
客
員
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
同
年
、
四
条

油
小
路
東
傘
鉾
町
で
開
業
し
、
開
業
医
と
し
て
の
第
一
歩
を
印
し
て

い
る
。
そ
の
後
場
所
は
変
る
が
終
生
産
婦
人
科
医
と
し
て
、
そ
し
て

前
述
同
志
社
と
の
関
連
（
同
志
社
で
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
の

関
係
か
ら
明
治
三
十
年
に
は
実
質
的
に
看
病
婦
学
校
・
病
院
の
管
理

を
佐
伯
に
移
し
、
同
三
十
九
年
に
す
べ
て
が
佐
伯
の
手
に
移
っ
た
）

か
ら
看
護
婦
・
助
産
婦
教
育
者
と
し
て
の
誠
実
な
日
之
を
送
っ
た
。

こ
の
間
、
同
じ
熊
本
県
出
身
の
産
婦
人
科
医
で
あ
る
福
田
令
寿
が
京

都
市
で
開
業
（
の
ち
熊
本
に
戻
る
）
し
た
こ
と
も
あ
る
。
福
田
は
エ

ジ
ン
バ
ラ
大
学
の
出
身
だ
が
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
ヘ
出
発
の
さ
い
に
佐
伯

か
ら
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
い
る
。
佐
伯
は
大
阪
の
緒
方
正
清
と
と
も
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ａ

ｎ
制
矛
彬
も
巴
寸
（
や
ぱ
Ｉ
却
總
為
岬

澗
茨
に
私
咽
〃
ぅ
〆
〆
半
／
）

に
、
関
西
に
お
け
る
民
間
産
婦
人
科
医
の
双
壁
を
な
し
、
学
会
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
ま
た
大
で
あ
っ
た
。
彼
は
医
史
学
に
強
い
関
心
を
示

し
、
佐
伯
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
も
い
う
べ
き
広
範
な
医
学
史
関
係
史
料

を
集
め
た
。
彼
の
妻
は
、
新
島
を
支
援
し
た
奈
良
の
山
林
王
、
土
倉

庄
三
郎
の
娘
で
同
志
社
女
学
校
の
出
身
で
あ
っ
た
。
九
人
の
子
供
を

本
稿
を
記
す
に
あ
た
り
阿
知
波
良
子
、
北
垣
宗
治
、
指
宿
照
久
、
坂
上
俊

之
の
各
氏
に
学
恩
を
受
け
た
。
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
大
阪
府
豊
中
市
）

も
う
け
た
。

東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
針
灸
銅
人
形
は
、
周
知
の
と
お

り
日
中
伝
統
医
学
史
上
つ
と
に
注
目
さ
れ
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る

が
、
そ
の
製
作
地
と
時
代
に
つ
い
て
は
、
中
国
明
代
説
、
日
本
江
戸

時
代
（
十
七
世
紀
）
説
、
あ
る
い
は
北
宋
天
聖
の
原
像
と
み
る
む
き

す
ら
あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
定
の
見
解
を
得
な
い
。
ま
た
そ
の
来
歴
に

つ
い
て
も
異
説
が
あ
る
。

演
者
は
最
近
、
幕
府
医
官
山
崎
氏
の
事
跡
を
調
査
中
、
は
か
ら
ず

も
山
崎
次
善
の
墓
碑
銘
の
う
ち
に
、
こ
の
銅
人
形
製
作
の
謎
を
解
く

べ
き
重
要
な
手
が
か
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
は
従
来
の

諸
説
を
一
新
す
る
に
足
る
資
料
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
報
告

し
考
察
す
る
。

幕
府
医
官
山
崎
氏
に
関
す
る
記
録
は
、
管
見
で
は
『
寛
政
諸
家

譜
』
『
日
本
医
譜
』
『
多
紀
氏
の
事
蹟
』
中
に
み
え
る
程
度
で
、
医
史

東
博
銅
人
形
の
製
作
者
お
よ
び
年
代
に

つ
い
て
Ｉ
幕
府
医
官
山
崎
氏
の
事
跡
Ｉ

小
曽
戸
洋
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